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1　はじめに
標記JIS Z 3211は2008年にISO整合化改正を行った。

対応国際規格は，軟鋼および細粒鋼用に該当する「ISO 
2560：2002 Welding consumables－Covered electrodes 
for manual metal arc welding of non-alloy and fine 
grain steels－Classification」および，高張力鋼用に該当す
る「ISO 18275：2005，Welding consumables－Covered 
electrodes for manual metal arc welding of high-
strength steels－Classification」である。

本稿では，JIS Z 3211：2008で規定した内容について，
さらに理解を深めていただくべく，改めて解説する。

2　JIS Z 3211の適用範囲
ISOとJISの規格分類における大きな相違は，旧50キ

ロハイテン鋼用の取扱いで，ISOでは「non-alloy and 
fine grain steels」に分類されるのに対し，JISでは高張

力鋼用に分類されることである。そこで，今回のISO整
合化改正では，図１に示すように，ISO整合化JISの規
格体系を整理統合した。

溶接材料規格（ISO／AWS／JIS）の
最新状況
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図１　JIS規格体系の整理

図２　種類表示例
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3　溶接棒の種類の記号の付け方
JIS Z 3211改正における最大の留意点は，溶接棒を表

す冠が電弧棒を表す「D」からElectrodesを表す「E」
に変更となり，イルミナイト系被覆を表す記号が「01」
から「19」に変更となったことである。図２に種類の記
号の付け方を例とともに示し，以下に個別記号区分を解
説する。
①　引張強さの記号

表１に「引張強さの記号」区分を示す。注意点は，
ISO区分に加えて，わが国の開発鋼材（建築用高耐力鋼
材及び橋梁用高性能鋼材）にイーブンマッチングした強
度区分「57J」，「59J」，「78J」を追加している他に，「49」
区分における耐力をISOの「390MPa」から「400MPa」
に規定値アップをしていることである。

②　被覆剤の種類の記号
表２に改正前後の被覆剤記号の推移を示す。わが国で

は使用されていない「被覆材の系統毎の電流の種類」を
ISOにて加味した結果，種類が多くなった。
③　溶着金属の主要化学成分の記号

表３に「溶着金属の主要化学成分の記号」を示す。高
位の品質が求められる高強度鋼材や低温用鋼には，表３
に示した特徴化学成分が付記される。
④　溶接後熱処理の有無の記号

表４に「溶接後熱処理の有無の記号」を示す。記号が
記載されていない種類は「溶接のまま」を規定してい
る。
⑤　シャルピー吸収エネルギーの記号

27Jの場合には，記号記載はないが，47Jの場合には
「U」が付記されている。
⑥　シャルピー衝撃試験温度の記号（追加できる記号）

－40℃を超える試験温度の場合には，記号記載はない
が，－40℃以下の場合には低温用鋼用である「L」が付
記されている。
⑦　溶着金属の水素量の記号（追加できる記号）

表５に「溶着金属の水素量の記号」を示す。これは，
溶接部に含まれてくる拡散性水素は，溶接部の遅れ割れ
の原因となることが知られており，高品位溶接部には，
被覆剤として低水素系が選択されたり，溶接棒を再乾燥

表２　被覆系対比

記号 旧JIS Z 3211 旧JIS Z 3212 旧JIS Z 3241
系統の細分化

ISO整合JIS
被覆剤の系統 被覆剤の系統 溶接姿勢a） 電流の種類b）

01 イルミナイト系 イルミナイト系
03 ライムチタニア系 ライムチタニア系 ライムチタニア系 全姿勢c） AC及び／又はDC（±）
10 高セルロース系 全姿勢 DC（＋）
11 高セルロース系 高セルロース系 全姿勢 AC及び／又はDC（＋）
12 高酸化チタン系 全姿勢c） AC及び／又はDC（－）
13 高酸化チタン系 高酸化チタン系 全姿勢c） AC及び／又はDC（±）
14 鉄粉酸化チタン系 全姿勢c） AC及び／又はDC（±）
15 低水素系 全姿勢c） DC （＋）
16 低水素系 低水素系 低水素系 低水素系 全姿勢c） AC及び／又はDC（＋）
18 鉄粉低水素系 全姿勢c） AC及び／又はDC（＋）
19 イルミナイト系 全姿勢c） AC及び／又はDC（±）
20 酸化鉄系 PA及びPB AC及び／又はDC（－）
24 鉄粉酸化チタン系 鉄粉酸化チタン系 PA及びPB AC及び／又はDC（±）
26 鉄粉低水素系 鉄粉低水素系 鉄粉低水素系
27 鉄粉酸化鉄系 鉄粉酸化鉄系 PA及びPB AC及び／又はDC（－）
28 鉄粉低水素系 PA，PB及びPC AC及び／又はDC（＋）
40 特殊系（規定なし） 特殊系（規定なし） 製造業者の推奨
48 低水素系 全姿勢d） AC及び／又はDC（＋）
00 特殊系（規定なし）

注a）溶接姿勢は，JIS Z 3011による。PA下向，PB水平すみ肉，PC横向 
b）電流の種類に用いている記号の意味は，次による。

　　　AC：交流，DC（＋）：棒プラス，DC（－）：棒マイナス，DC（±）：棒プラス及び棒マイナス
c）立向姿勢は，PF（立向上進）が適用できるものとする。
d）立向姿勢は，PG（立向下進）が適用できるものとする。

表１　引張強さ記号
単位　MPa

記号 引張強さ 記号 引張強さ
43 430以上 62 620以上
49 490以上 69 690以上
55 550以上 76 760以上
57 570以上 78 780以上
57J 570以上 78J 780以上
59 590以上 83 830以上
59J 590以上 － －



2013年6月号 119

させて使用されている。これらの水素に係る溶接棒の高
品位性を表示する指標として，「溶着金属の水素量の記
号」付記にて区分される。

4　まとめ
JIS Z 3211改正では，３件のJISを統合したが，その

新旧JIS対応を表６に示す。本稿では，もっとも古くか
ら多用されてきた部類の被覆アーク溶接棒を取り上げ
て，その改正内容を解説した。
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表３　化学成分の記号 単位　％（質量分率）

記号
主要化学成分の公称レベル

Mn Ni Cr Mo
記号なし，-1又は-P1 1 － － －

-1M3 － － － 0.5
-3M2 1.5 － － 0.4
-3M3 1.5 － － 0.5
-N1 － 0.5 － －
-N2 － 1 － －
-N3 － 1.5 － －
-3N3 1.5 1.5 － －
-N5 － 2.5 － －
-N7 － 3.5 － －
-N13 － 6.5 － －

-N2M3 － 1 － 0.5
-4M2 2.0 － － 0.4

-N1M1 － 0.5 － 0.2
-N2M1 － 1.0 － 0.2
-N3M1 － 1.5 － 0.2
-N3M2 － 1.5 － 0.4
-N4M1 － 2.0 － 0.2
-N4M2 － 2.0 － 0.4
-N4M3 － 2.0 － 0.5
-N5M1 － 2.5 － 0.2
-N5M4 － 2.5 － 0.6
-N9M3 － 4.5 － 0.5
-N13L － 6.5 － －

-N3CM1 － 1.5 0.2 0.2
-N4CM2 － 1.8 0.3 0.4
-N4C2M1 － 2.0 0.7 0.3
-N4C2M2 － 2.0 1.0 0.4
-N5CM3 － 2.5 0.3 0.5
-N7CM3 － 3.5 0.3 0.5

-Ga） － － － －

注a）受渡当事者間の協定による。

表４　溶接熱処理の有無の記号

記号 溶接後熱処理の有無
記号なし 溶接のまま

P 溶接後熱処理あり
AP 溶接のまま及び溶接後熱処理あり

表５　溶着金属の水素量の記号
単位　mL/溶着金属100g

記号 水素量
H5 5以下
H10 10以下
H15 15以下

表６　新旧JIS対比表
溶接棒の分類記号 JIS Z 3211：2000 JIS Z 3212：2000 JIS Z 3241：1999 JIS Z 3211：200X

被覆アーク溶接棒の記号 D D D E
低温用鋼用の記号 － － L －

溶着金属の引張強さ
（最小）の記号

43 （420MPa） － － 43 （430MPa）
－ 50（490MPa）　53（520MPa） 50 （490MPa） 49 （490MPa）
－ － － 55 （550MPa）
－ 58 （570MPa） － 57 （570MPa）
－ － － 59 （590MPa）
－ 62 （610MPa） － 62 （620MPa）
－ 70 （690MPa） － 69 （690MPa）
－ 76 （750MPa） － 76 （760MPa）
－ 80 （780MPa） － 78 （780MPa）
－ － － 83 （830MPa）

被覆剤の種類の記号

01 01 － 19
03 03 － 03
11 － － 11
13 － － 12，13
16 16 16 16，18，48
24 － － 24
26 26 26 28
27 － － 27
40 00 － 40
－ － － 10，14，15，20
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2009年１月号，66～74ページ
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ク溶接棒」，溶接技術，2009年２月号，97～101ページ
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接及びミグ溶接ソリッドワイヤ」，溶接技術，2009年３月号，
98～103ページ

・第３回「JIS Z 3313 軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼アーク溶接
用フラックス入りワイヤ」，溶接技術，2009年４月号，106～
110ページ

・第４回「ステンレス鋼溶接材料」，溶接技術，2009年５月号，
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表６　新旧JIS対比表（続き）
溶接棒の分類記号 JIS Z 3211：2000 JIS Z 3212：2000 JIS Z 3241：1999 JIS Z 3211：200X

溶着金属の主要
化学成分の記号

規定なし
溶着金属の化学成分によって
JIS Z 3211の各記号に対応
させる。

規定なし
溶着金属の化学成分によって
JIS Z 3211の各記号に対応
させる。

0 -N1

1 -N2，-N3，-3N3

2 -N5

3 -N7
4 -N13，-N13L

－

記号なし，-1，-P1，-1M3，-3M2，-3M3，
-N2M3，-4M2，-N1M1，-N2M1，-N3M1，
-N3M2，-N4M1，-N4M2，-N4M3，
-N5M1，-N5M4，-N9M3，-N3CM1，
-N4CM2，-N4C2M1，-N4C2M2，
-N5CM3，-N7CM3，-G

溶接後熱処理の
有無の記号

規定なし
分類は，溶接のままで行う。

規定なし
分類は，溶接のままで行う。

溶接のまま：A 溶接のまま：記号無し
溶接後熱処理あり：P 溶接後熱処理あり：P

両方：AP 両方：AP

シャルピー吸収
エネルギーレベルの記号

記号なし
0 ℃の平均値（27 J，47 J 以
上）又は規定無し

記号なし
試験温度及び平均値（47 J，
39 J，34 J以上）を規定

平均値：27 J以上
個々の値：21 J以上

3 （-30℃）
4 （-45℃）
6 （-60℃）

10 （-105℃）

記号なし
衝撃試験温度，平均値27 J以上，最小
値20 J以上，27 J以下は1個以下と規定，
又は規定無し

U
平均値47 J以上

溶着金属の水素量（拡散
性水素量）の記号

－

記号なし
種類ごとに最大水素量を規定

（H6～H15相当）

－ H5
－ － H10

記号なし
（D4316，D4326だけ規定） 記号なし H15

規定無し － 水素量による分類は，追加できる分類
記号（任意）。

溶接姿勢適応性
規定あり

溶接継手の曲げ試験にて間接
的に評価

規定あり
溶接継手の曲げ試験にて間接
的に評価

規定なし すみ肉溶接試験

溶接継手の曲げ性能 規定あり
溶接継手の曲げ試験にて評価

規定あり
溶接継手の曲げ試験にて評価 規定なし 規定なし

引張試験の試験片形状 IS Z 3111 タイプⅡ
標点距離は径の4倍

JIS Z 3111 タイプⅠ
標点距離は径の5倍

注記　本対応表では代表的な対応を記載したが，新旧JISで区分の仕方などが異なる為，すべての溶接棒が必ずしもこのとおりに対応せず，例外あり。


